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重点項目 具体的施策 達成目標 自己評価 成果と課題 改善策 学校関係者評価

自ら学び自ら
考える力を
育む教育の
推進

・遊び込む子どもを育成する
保育の実践。

・保育力の向上と改善をめ
ざした研究をすすめる。

・遊び込む子どもの姿を視
点としたエピソード記録や
カンファレンスを行い、遊
び込む子どもを育成するた
めに有効な教師の手立て
について探る。

・学期に一度の保育を見
合う園内研修を進める。

・エピソード記録を取りな
がら、遊び込む子どもを
育成するために有効な
教師の手立てについて
見いだすと共に、実践・
検証を行う。

・教職員アンケートで「園
内研修で保育力向上に
つながる学びを得た」の
項目でAとBを合わせた
回答が８割を超える。

A

・エピソード記録をとり、それをカンファレ
ンスすることで、遊び込む子どもを育成
するために有効な、環境の構成や教師
の援助について見いだすことが出来た。
・カンファレンスを行うことで、子ども理解
を深めることが出来た。また、話し合う中
で、自分の保育の環境の構成や教師の
援助などについて、課題を見いだすこと
が出来た。
・今年度から幼稚園教育要領が改訂さ
れ、主体的で対話的で深い学びにつな
がる保育の展開を職員間で話し合い、
共通理解して進めてきた。各個人の課
題はあるが、具体的な方向性が少し見
えてきているように感じる。
・・教職員アンケートで「園内研修で保育
力向上につながる学びを得た」の項目で
各自重点を置いて取り組んだ結果100％
の回答を得た。

・次年度は３歳児保育も始まること
から、３歳児の教育課程や実際の
保育などもみんなで考えていくこと
が必要であると感じている。
・今年度研究してきた遊び込む子ど
もの姿から見いだされた有効な環
境の構成や教師の援助を実践して
いく。
・次年度はさらに小学校教育要領
等も改訂となるため、それにつなが
る幼小の接続についても一緒に考
えていけるように働きかける必要が
ある。

・遊び込むことによって、友達と
つながりを持つことになる。子ど
もが色々なことを考えられるよう
に、教師は何をどう支援するか
を考え、環境構成することが大
切である。　　・昆陽小校区、そ
れ以外の近隣の校区の子ども
たちも在園する事になるが、引
き続き近隣の小学校との連携を
大切に取り組むことが重要であ
る

特別支援教
育の推進・充
実

・特別支援教育コーディネー
ターを中心として、一人一人
のよさや違いを認め合い、
共に育ち合う子どもの育成
に努める。

・個々の姿から個別指導
計画を作成し、全職員で目
標や支援方法を共通理解
し保育を進める。

・チューリップ学級対象児
だけでなく、個別の支援や
配慮を必要とする子どもへ
の理解を深め、全職員で
話し合い、保育を進める。

・７月末と３月末に個別
指導計画のまとめを作
成し、支援方法の振り返
りや子どもの育ち、ねら
いへの達成度について
全職員で評価する。
・気になる子どもの姿
を、その都度全職員で意
見交換し、学級経営に活
かす。

A

・個別指導計画を作成し、それに基づい
た保育を展開していく中で、また、短期
案等にも個別の支援を具体的に、明確
に入れていく中で、成長が見られ、それ
を全職員で共通理解することが出来た。
・巡回相談等、専門機関とも連携を図
り、子どもの姿を見ていただくことで、子
ども理解が深められ、より的確な支援で
子どもの困り感を減らすことが出来た。
子ども理解を深め、それぞれに応じた、
援助が行えるように引き続き、他機関と
の連携を図ることが必要であると考え
る。

・支援対象児については他機関とも
連携を図りながら、より適切な個別
の支援していく方法を探っていく。
・一人一人を細やかに見ていくこと
に引き続き取り組みながら、特性に
応じた支援のあり方やより効果的
な手立てについて、職員間でも共
有しながら進めていく。

・幼稚園における一人一人への
きめ細やかな個別の支援をこれ
からも大切にしてほしい。そのこ
とが、一人一人を大切にするこ
とにつながる。

豊かな心を
育む道徳教
育、情操教
育の推進

・自尊感情や思いやりをはぐ
くむ保育を実践する。

・個人懇談、学級懇談、バー
スデートークなどで子育てを
振り返ったり、子どもの人権
について考え合ったりする
機会をもつ。

・一人一人の思いを受け
止め、友達のよさや違いを
認め合う子どもの育成に
努める。

・個人懇談、学級懇談、
バースデートークで、子育
ての中での自尊感情や一
人一人を大切にすること等
について保護者が振り返
られる機会をもつ。

・保護者アンケートで、
「子どもは幼稚園で、自
信をもってできることが
一つでもある」「子どもは
幼稚園で、他の人に思
いやりの気持ちをもつこ
とができるようになって
いる」の項目で、AとBを
合わせた回答が８割を
超える。
・保護者アンケートで「個
人懇談や学級懇談、
バースデートーク等で、
子育てを振り返ったり、
子どもの自尊感情や子
ども一人一人、保護者自
身を大切にする意識を
感じる」の項目で、AとB
を合わせた回答が８割を
越える。

B

・保護者アンケートで、「子どもは幼稚園
で、自信をもってできることが一つでもあ
る」「子どもは幼稚園で、他の人に思い
やりの気持ちをもつことができるように
なっている」の項目で８割超えているが、
B回答の割合も多かった。思いやりを持
つことができる子どもの具体的な姿が園
内で見られていることを、保護者にもっと
アピールしていくことの必要性を感じて
いる。
・保護者アンケートで「個人懇談や学級
懇談、バースデートーク等で、子育てを
振り返ったり、子どもの自尊感情や子ど
も一人一人、保護者自身を大切にする
意識を感じる」の項目で、AとBを合わせ
て100％の回答を得た。
・日々の生活に追われていることが多い
保護者も多い中で、幼稚園で子育てを
振り返る機会があることで、子どもの、ま
た、自分自身の人権について考えること
に繋げられていると感じる。そこで気づ
いたこと、感じたことが継続して実践でき
る事が意識できるように啓発していきた
い。

・子ども一人一人が自信を持って取
り組めること、見てほしい、聞いて
ほしいと思うことがよりたくさん保育
の中に取り入れられるように計画し
ていく。
・身近な幼稚園での様子から、子ど
もの頑張りを伝えていくなど、個々
の保護者と話する機会を多く持ち、
意識の改革がはかれるよう啓発し
ていく。

・劇遊びの中でも見られたよう
に、一人一人の子どもが生き生
きと活動していた。そこには、教
師の自信につながるような言葉
がけがあったのではないかと思
う。これからも子どもの自信につ
ながるような声かけをしていって
ほしい。
・子どもたちは幼稚園の時期に
褒められる体験を多く積んでほ
しい。そのために、教師も保護
者も子どもたちのことを肯定的
に見られる機会をもち、視点を
意識し出来るように啓発していく
ことが大事だと考える。

子どもの健
やかな体づく
りの推進

・基本的生活習慣を確立さ
せる。

・けんこうカレンダーやレッ
ドコート検査、食育研修会
など、保護者と共に取り組
む機会をもつ。

・保護者アンケートで「子
どもの基本的生活習慣
の確立に向けて、健康カ
レンダーを活用して家庭
で意識して取り組んでい
ますか」の項目でA、B合
わせて8割を超える。 B

・保護者アンケートで「子どもの基本的
生活習慣の確立に向けて、健康カレン
ダーを活用して家庭で意識して取り組ん
でいますか」の項目でA、B合わせて
100％の回答を得た。
・基本的生活習慣において、わかっては
いるけれど自分から率先して行うことが
出来ていない場面も見られていた。保健
の話や健康カレンダーなどで、時期に合
わせて意識することを啓発してきた。そ
れを保護者と共有できるようにホワイト
ボードなども活用し、取り組んでいる。

・引き続き、健康カレンダーも活用し
ながら、家庭での生活習慣も確立
できるように啓発していく。
・３歳児の基本的生活習慣の確立
に向けて、視点やポイントとなる手
立てなどを職員間でも共通理解し
ながら行っていく。

・幼稚園で夢中になって遊ぶ事
が、子どもの体力の向上の基礎
を培うこととなる。それも踏ま
え、運動遊び等にも十分に取り
組んでほしい。

園情報の積
極的な発信

・園の情報や教育活動を保
護者や地域に積極的に発信
する。

・玄関ホールのホワイト
ボードで日々の様子を発
信する。
・クラスだよりを発行し保育
の取り組みのねらいや意
図を保護者に伝えていく。
・ホームページを行事ごと
などに更新することによ
り、園の様子を発信してい
く。

・ホームページを行事ご
とにタイムリーに更新す
る。
・保護者アンケートにお
いて、「玄関のホワイト
ボードや、クラスだより、
ホームページなどで子ど
もの育ちや保育内容が
わかりやすく発信されて
いると思いますか」の項
目の回答が8割を超え
る。

B

・ホワイトボードで、毎日保育の一部を紹
介し、発信することを継続できた。
・クラスだよりは必要最低限の回数発行
し、保護者にも今のクラスの様子を伝え
ることが出来た。
・保護者アンケートにおいて、「玄関のホ
ワイトボードや、クラスだより、ホーム
ページなどで子どもの育ちや保育内容
がわかりやすく発信されていると思いま
すか」の項目の回答が8割を超えてい
た。
・ホームページは行事ごとに更新するこ
とを心がけているが、多忙すぎてタイム
リーに更新できなかったことが多かっ
た。

・引き続き、ホワイトボードやホーム
ページなどで園の子どもの様子や
状況がわかるような発信をしてい
く。
・必要に応じてクラスだよりも発行
し、遊びの取り組みの過程を子ども
が伝えられるきっかけになったり、
思いに共感してもらったり出来るよ
うにしていく。

・今、取り組んでいることを引き
続き継続し、幼稚園の情報発信
を行ってほしい。

地域との交
流

・地域の幼稚園として、いろ
いろな機会を通して地域の
方とのかかわりを広げ、深
めていく。
・小学校、中学校、未就園児
など地域と共に育ち合う教
育内容の工夫に取り組む。
・地域の方が幼稚園を知る
機会を設け、「幼児教育セン
ター」的役割の充実を図り、
子育て支援を行う。

・苗圃を活用する会の地域
ボランティアの方、地域の
会の方との交流の機会を
持つ。
・未就園児、小学生や中学
生と園児が交流する機会
を計画し、幼稚園活用を促
進する。
・幼稚園で遊べる機会を一
つでも持てるよう計画す
る。

・地域との関わりが継続
してもてるように計画を
進めることが出来たか振
り返る。
・未就園児への積極的
な園庭開放や自由参観
などに取り組む。
・未就園児と関わって遊
ぶ中で３年保育を視野
に入れて園内の環境等
も計画していく。

B

・敬老の集い、もちつきにはたくさん地域
の方が来園され、子どもとともに楽しむ
機会を持つことが出来た。
・来年同じクラスになるささはら幼稚園児
と交流することで、顔や名前を覚え、関
わりが深められた。
・小学校・中学校との連携は、回数は少
なかったが、充実した連携を図ることが
出来た。又、教師間の連携が深まり、互
いの思いを出し合う中で、異校種への理
解を深めることができた。

・子どもに経験させたいことの軸を
しっかり持って参加方法や活動内
容を決めていけるようにする。
・新入児・転園児がたくさんいる中
で、一つ一つのことについてきめ細
やかに対応できるように心がけて
いく。
・引き続き、小学校や中学校との連
携を図り、子どもがあこがれの気持
ちを持てるように、教師間ではより
連携が深まるように計画していきた
い。

・地域との交流をとおして、地域
の中で子どもたちが育っている
ことを保護者も意識していただ
き、連携を深めてほしい。
・小学校の児童や中学校の生
徒との交流も大切にしてほし
い。
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学校関係者評価総括
・次年度に向け、３歳児保育、他園からの転入など、今までになかった事がたくさんある。　その中で、一人一人を大切にきめ細やかな保育を行ってほしい。
・年齢に応じた環境の中で、子どもたちが色々な活動に自信をもって取り組めるように計画し、環境の構成や教師の援助を整えてほしい。

重点目標

教育目標 のびのびと力いっぱい活動する子どもの育成

豊
か
な
心
･
健
や
か
な
体

自己評価の基準　　Ａ：目標を上回った　Ｂ：目標どおりに達成できた　Ｃ：目標をやや下回った　Ｄ：目標を大きく下回った

次年度に向けた重点的な改善点
・次年度、取り組み始めてみなければわからないこともたくさんあるが、計画的に物事に取り組み、実態を見極め、再構成していくことが大切であると考える。
・子どもも保護者も自尊感情が高められるように、保護者とも今まで以上に十分な連携をはかり、努めていきたい。

項目

１．友達と共に遊び込む子どもを育成する保育を実践する。
２．家庭や地域、小中学校、未就園児等と連携した保育を実践する。
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